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検索→

犬
の
し
つ
け
の
基
本
は

お
互
い
の
絆
を

深
め
る
こ
と

久
し
ぶ
り
に
犬
好
き
の
友

人
の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

家
の
中
を
自
由
に
走
り
回
る
犬
は
少

し
我
が
ま
ま
で
、
友
人
の
溺
愛
ぶ
り

か
ら
散
歩
の
様
子
は
想
像
に
難
く
な

く
、
伸
縮
自
在
の
ロ
ン
グ
リ
ー
ド
で

犬
の
勝
手
気
ま
ま
に
さ
せ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
▼
し
つ
け
の
第
一
歩
は

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
し
ょ
う
か
。
名

前
を
呼
ん
で
目
と
目
が
合
っ
た
ら
褒

め
て
ご
褒
美
。
と
に
か
く
「
褒
め
て

ご
褒
美
」
の
繰
り
返
し
が
大
切
で
す
。

言
葉
が
分
か
ら
な
い
犬
に
言
葉
を
理

解
さ
せ
る
の
で
す
か
ら
、
「
主
人
の

言
う
こ
と
に
従
っ
た
ら
ご
褒
美
が
も

ら
え
る
」
を
何
度
も
根
気
よ
く
繰
り

返
す
こ
と
で
す
。
ご
褒
美
は
小
指
の

先
く
ら
い
少
し
で
十
分
▼
中
で
も

「
ま
て
」
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
散
歩
中
に
横
断
歩
道
を
渡
る
時
、

他
の
犬
と
す
れ
違
う
時
、
歩
行
者
を

優
先
さ
せ
る
時
等
々
、
主
人
の
横
で

「
ま
て
」
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。
万
が
一
リ
ー
ド
が
外
れ
た

時
に
逃
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
必
要
で
す
▼
リ
ー
ド
は
短
め
に
持

ち
、
「
ま
て
」
と
言
っ
て
止
め
て
、

直
ぐ
に
「
ご
褒
美
」
と
「
褒
め
る
」
。

こ
の
動
作
の
繰
り
返
し
で
、
徐
々
に

「
ご
褒
美
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら

せ
て
、
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
「
褒

め
る
」
だ
け
に
す
る
の
で
す
が
、
時

間
が
か
か
る
の
で
、
多
く
の
飼
い
主

が
「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
自
由
に

散
歩
さ
せ
た
い
」
と
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
災
害
な
ど
で
避
難
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
他

の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

「
ま
て
」
「
お
座
り
」
「
伏
せ
」
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
▼
毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
は

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
、
全
国
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。
人
と

動
物
が
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
め
ざ
し
、
「
飢
え
・
渇
き
か
ら
の

自
由
」
「
痛
み
・
負
傷
・
病
気
か
ら

の
自
由
」
「
本
来
の
行
動
が
と
れ
る

自
由
」
「
恐
怖
・
抑
圧
か
ら
の
自
由
」

「
不
快
か
ら
の
自
由
」
５
つ
の
自
由

が
世
界
で
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｏ
）

「
社
会
の
大
丈
夫

を
つ
く
っ
て
い
く
」

地
域
の
労
働
組
合
も

沖
の
転
籍
許
す
な
の
声

（
２
０
２
１
年
３
月
高
崎
駅
）

時
給
を
あ
げ
、
寮
費
無
料
に
し
て

人
集
め
（
２
０
２
２
年
11
月
の
求

人
広
告
・

富
岡
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
組
立
）

派
遣
切
り
を
伝
え
る
群
馬
の
地
元
紙
・
上
毛
新
聞
（
２
０
２
２
年
5
月
）



   米つくり農家の時給は１０円
２０２０年 ２０２２年

①農業粗収益 千円 3450 3783

②農業経営費 千円 3271 3773

③農業所得（①ー②）千円 179 10

④自家労働時間 987 1003

⑤時間当たり農業所得③÷④ 181 10

最低賃金・全国加重平均 902 961

農水省「営農類型別経営統計」及び 厚労省「最賃」より

農林水産物 国別輸入実績 （上位５カ国）２０２０年

金額・億円      主な品目

①米国 15579 トウモロコシ、牛肉、豚肉、大豆

②中国 11907 冷凍野菜、鶏肉、大豆油粕、野菜

③カナダ 5195 豚肉，ナタネ

④タイ 5193 鶏肉、ペットフード

⑤豪州 4546 牛肉，砂糖

   防衛費は3.6倍化 農林水産予算は削減
１９８０年 ２０２４年  倍率

防衛予算      兆円 2.23 7.95 3.6

農林水産予算    兆円 3.58 2.27 0.6

財務省資料

★ 日 本 の 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 が 危 な い ★ ２０２４年 １０月 第４３５号

２０２３年３月期

沖電気グループ従業員総数 １４,４５２人

うち女性３,３２９人 比率２３％

循環型で持続可能な社会に
農業と農村は欠かせない

食料の供給とともに国土や環境の保全、伝統文化な

どにかけがえない役割。世界の飢餓問題の解決、気候

危機の打開などにも寄与する施策が必要。

★自給率５０%の早期回復 ★輸入自由化路線の転換

★ミニアクセス米の中止 ★価格保障などの再構築

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
農
政
の
憲
法

改
定
）

食
料
安
全
保
障
は
大
丈
夫
？

農
地
は
一
旦
放
置
す
る
と
簡
単
に
は
・
・

食
料
施
策
の
柱
は

「
国
産
国
消
」
で

農
政
の
基
本
方
針
が
25
年
ぶ
り

に
改
定
さ
れ
る
。
最
大
の
問
題
は

こ
れ
ま
で
、
農
政
の
一
番
の
柱
と

し
て
い
た
食
料
自
給
率
向
上
を

法
的
義
務
か
ら
外
し
輸
入
と
市
場

任
せ
の
施
策
に
転
換
し
た
こ
と
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は

38
％

（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
に
落
ち
込

み
先
進
国
で
も
最
低
。
気
候
変
動

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
食
料
の
安

定
供
給
の
確
保
が
世
界
的
な
課
題

に
な
り
、
「
国
民
が
必
要
と
し
消

費
す
る
食
料
は
国
内
生
産
」

（
食
料
自
給
率
の
向
上
）
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

輸
入
が
止
ま
れ
ば

食
べ
る
も
の
ど
う
す
る

日
本
の
農
産
物
輸
入
相
手

国
の
一
位
が
米
国
、
二
位
が

中
国
で
す
（
下
表
）
。
ど
ち

ら
の
国
で
あ
れ
、
今
輸
入
が

止
ま
れ
ば
大
変
。
政
府
は
そ

よ
う
な
非
常
時
に
は
農
家
に

生
産
品
目
の
転
換
を
要
請
、

従
わ
な
い
と
「
罰
則
」
を
科

す
な
ど
、
ま
る
で
戦
時
食
糧

法
（
政
府
統
制
）
の
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

《

沖
電
気
を
考
え
る

》
第
１
９
６
回

単
体
14
％

農
林
水
産
物

貿
易
は
大
赤
字

農
産
物
の
貿
易
収
支
は
食

料
自
給
率
低
下
に
比
例
し
て

２
０
２
２
年
は
12
兆
８
５
２

億
円
ま
で
赤
字
が
拡
大
。
輸

入
頼
り
で
は
生
存
の
根
本
条

件
が
世
界
情
勢
や
為
替
相
場

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
政
府
に
は
自

給
率
を
高
め
る
政
策
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の

担
い
手
育
て
る
政
策
を

主
に
農
業
で
生
計
を
立
て

る
基
幹
的
農
業
就
業
者
は

過
去
20
年
で
半
減
。
平
均

年
齢
は
70
歳
近
い
。
農
家

の
経
営
を
支
え
る
価
格
保

障
と
直
接
所
得
補
償
、
公

共
調
達
な
ど
の
生
産
基
盤

の
強
化
が
緊
急
に
必
要
。

女性従業員数の推移・単体

２４年÷８０年


